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「みんなで翻刻」の概要
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みんなで翻刻
•概要
•歴史資料の市民参加型翻刻プラットフォーム
•翻刻･･･歴史学用語で史料を活字に起こすこと
•京都大学古地震研究会を中心に開発・運営
• https://honkoku.org/
• デジタルアーカイブアーカイブジャパン（DAJ）アワード2024受賞🏆

•バージョン
• Ver. 1…2017年公開．前近代の地震史料を対象．
• Ver. 2…2019年公開．歴史資料一般を対象．

https://honkoku.org/


京都大学古地震研究会
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• 地震研究や防災研究への応用
を目的として古文書を解読

• 地震学，気象学，日本史，
地理学，科学史，情報学，
図書館司書など多分野の参加

• 2012年の活動開始当初から
活発な情報技術活用の試み

• 橋本はD2の2014年から参加



『江戸大地震之絵図』
NDLデジタルコレクション



「みんなで翻刻」がめざすもの

翻刻

地震・防災研究

機械学習ベースの
文字認識研究

活用

活用

オンラインで参加するユーザー

江戸時代以前の地震・災害史料
（東京大学地震研究所所蔵）

テキストデータ
（CC BY-SAで公開）



さまざまな翻刻プロジェクト

• 地震史料の翻刻プロジェクトを含む23件の翻刻プロジェクトが現在進行中
• 連携先…福井県文書館、東京学芸大、茨城大、京都府歴彩館、琉球大、関西大、歴博など
• IIIF (International Image Interoperability Framework) 経由で資料画像をインポート 8





歴史資料を対象とする
シチズンサイエンスの課題

1. 規模の問題
•数百～数千人規模の市民の参加が必要

2. 動機付けの問題
•善意に頼るだけでは長期的参加は見込めない

3. 能力の問題
•くずし字の正確な翻刻には相当の訓練が必要
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なんと読むでしょう
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『みんなで翻刻』のアプローチ
•くずし字解読の学習サービスとしてデザイン
1. くずし字解読の学習コンテンツ提供
2. 参加者間のコラボレーションによる「学び合い」
3. AIによる初学者の解読支援

•くずし字学習の延長として自然に翻刻作業に
参加してもらうことが目的
•「やりがい搾取」にならないように
•参加者が明確なメリットを得る形で参加してもらう
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①くずし字学習アプリとの連携
•くずし字学習支援アプリKuLA

• 阪大文学研究科を中心に開発された
くずし字の学習支援アプリケーション

• 2016年2月の公開後25万回DL

•「みんなで翻刻」との連携
• KuLA の全コンテンツをサイトに転載
• アプリで基礎学習→みんなで翻刻で
発展学習を行うフローを整備した
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②翻刻文の相互添削
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翻刻

共有

添削

フィード
バック

翻刻文エディタ

タイムライン通知パネル

差分表示画面



③くずし字認識AIによるサポート
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• くずし字の読み方の候補
をスコア付きで提示する
文字認識 AI を提供

• 2種類のAIが利用可能
• Center of the Open Data 

for the Humanities 
(CODH)

• 凸版印刷

• AIは補助輪として参加者
をサポートする



プロジェクトの成果
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バージョン1の成果
（2017年1月～2019年3月）

•翻刻が完了した史料 500/508点
•翻刻が完了した画像 8,411/8,925枚（94%）

•参加登録者数 5,346人
•総入力文字数 625万字

東京大学地震研図書室の
所蔵和古書499点の全文翻刻を達成



バージョン2の成果
（2019年7月～）

•翻刻が完了した史料 1,800/3,469点
•翻刻が完了した画像 66,512/138,995枚
•参加登録者数 3,426人
•総入力文字数 3,343万字

翻刻対象を歴史資料一般に拡大
現在も毎日2万字のペースで進行中



翻刻文の正確性
•翻刻文10万文字を検証した結果：

•木版本で98.7%，筆写本で98.0%の正確性
•学術出版される史料集の品質には及ばないものの，
内容把握や全文検索には十分な品質が得られている
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オンライン
シチズンサイエンスの課題
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システム開発の問題
•シチズンサイエンスに用いるシステムの開発を
外注することは非常に困難

•理由
•コモデティ化した業務システムと大きく異なる仕様
•良質なユーザー体験を提供する必要性
•仮説検証を繰り返す機動的・継続的開発の必要性

•解決策：内製開発
•しかしシステム内製が可能な日本の学術機関は稀…
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Zooniverse のスタッフ

2232名の関係者のうち11名がソフトウェア開発者/デザイナー



おわりに
•みんなで翻刻
•前近代の歴史資料を対象としたシチズンサイエンス
プロジェクト
• 7年間で約8,000人の参加者により2,300点
（4,000万字）の資料を全文翻刻

•シチズンサイエンスの普及に向けた課題
•外注によるシステム開発の難しさ
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